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【正式結果】JN-1クラス６位／エントリー19台（JN1クラス）／クラス完走15 台／全体エントリー 64台
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【LEG１】7月 9 日（土）
天候／路面：曇り／ドライ　
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ORCHID SHORT 1
サービスＡ(20min)
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ORCHID SHORT 2
サービスＢ(45min)
パルクフェルメ

LEG1 Totals    216.10 ㎞
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【LEG２】7月10 日（日）
天候／路面：雨のち晴れ／セミウエット
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サービスＣ(15min)
NEW SUN-RISE 1
STREAM 1
MAGNOLIA REVERSE 1
サービスＤ(20min)
NEW SUN-RISE 2
STREAM 2
MAGNOLIA REVERSE 2
サービスＥ(10min)
フィニッシュ

LEG2 Totals        147.14 ㎞

２０２2 年 7月 8 日（金）～7月10 日（日）
アーク・オートクラブ・オブ・スポーツ（TEAM ARK）
蘭越町、ニセコ町、倶知安町、真狩村、黒松内町
総走行距離 363.24 ㎞／ SS総距離 76.60 ㎞
SS数 10 本／未舗装（グラベル）

【大会概要】
日 程：
主 催：
場 所：
路 面：

去年と同じニセコアンヌプリ国際スキー場の駐車場を拠点に、
今シーズン初のグラベル（未舗装）ラリーであるラリーカムイは、
LEG１に黒松内町の新コースを含めた２カ所の林道ステージで
４SS、LEG2は蘭越町３カ所の林道ステージで６SS が設定さ
れた。新コースのSS1/3 ステージはレッキの段階で路面コン
ディションが悪く距離が短縮となったが、事前申込と感染症
対策をした上でギャラリーステージが設けられた。
今回 19 台ものエントリーがある JN１クラスは激戦となり、轍
など変化するグラベル路面に伴い激しいステージタイム争いが
繰り広げられた。路面状況の変化に対応しつつ健闘し６位入
賞。次戦へ向けての手応えを掴んだ。

※詳細は「TEAM ARK」公式ホームページ https://www.team-ark . jp/
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ADVAN カヤバ KTMS GRヤリス 
奴田原 文雄
東　駿吾
山田、中沢、畦地
濱崎、飯島、松尾
志村、松下
大竹
田中

車 名 ：
ドライバー：
コ・ドライバー：
メカニック：
Ｋ Ｔ Ｍ Ｓ：
カ ヤ バ：
H K S ：
マネージャー：

【チーム体制】

NUTAHARA Rally Team 動画公開中です▶×

Dr. 奴田原 文雄 コメント
　今シーズン初のグラベルラリーを無事に完走する事が出来、
チームスタッフやサポート企業の皆さまには感謝です。しかし５位
に0.5秒、４位に3.2秒と、360㎞を走行しての数秒差での６位と
いう成績には疲労と共に反省する点も多いラリーとなりました。
グラベル路面でのセットアップ課題は見つかりましたので、次のラ
リー北海道に向けてはしっかり対策をして挑みたいと思います。
ありがとうございました。

Co.Dr. 東 駿吾 コメント
　今回、６位という結果になったのですが、北海道の大地で天候
にも恵まれ、たくさんの観客の皆様にも応援していただきラリーを
終える事が出来ました。今戦では、SSを重ねるごとにセッティング
や改良も進んでいますので、次戦のラリー北海道へも繋げて良い
結果を残せるように、チームとして頑張っていくと共に、自分自身
もコドライバーとしての準備をしっかりとして挑みたいと思います
ので、応援よろしくお願いいたします。



Special  Thanks
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※写真は他にもございます。必要でしたらお申し付けください。


